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初発膠芽腫に対する新規放射線化学療法による有効治療法確立のための臨床研究 
研究分担者 森内 秀祐 りんくう総合医療センター脳神経外科・部長 

 研究要旨 
初発膠芽腫に対してホウ素中性子補足療法（BNCT）、X 線の分割外照
射、Temozolomide（TMZ）による化学療法の併用療法を行い、これま
での X 線と TMZ との併用治療群と比較することにより、BNCT の有効
性と安全性を検証する多施設間共同研究に参加した。 

 

   
Ａ．研究目的 
  腫瘍のみに選択的に放射線治療を行う
BNCTの臨床効果を検証する。 
 
Ｂ．研究方法 
  大阪医大を中心とする多施設間共同研究
体制に入り、策定されたプロトコールに乗
っ取り、同意を得た患者にBNCTによる治療
を施行し、患者のフォローアップを行う。 
（倫理面への配慮） 
  臨床研究プロトコールはりんくう総合医
療センターの倫理委員会によって審議され
承認済みである。患者には十分な説明を行
い、同意を書面で得た後に研究参加してい
ただく。 
 
Ｃ．研究結果 
 平成22年度は1名の登録ができたが、平成
23年度以降は登録がゼロであった。 
 
Ｄ．考察 
  有害事象は認められなかった。 
 
Ｅ．結論 
プロトコールを順守し、症例登録に協力
し、無事遂行された。 
 
Ｆ．健康危険情報 
  特に有害事象は認められなかった。 
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